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こ
の
ド
リ
ル
は
、
解
説
記
事
「
漢
文
『
諸
子
百
家
』
」
で
学
ん
だ
人
物
・
学
派
・
思
想
・
著
作
を
、
一
問
一
答
で
確
実
に
覚
え
直
す
た
め
の
も
の
で
す
。
諸
子
百
家
は
、
春
秋
・
戦
国
時
代
の
乱
世
に
生
ま
れ
た

多
く
の
思
想
家
・
学
派
を
ま
と
め
て
呼
ぶ
言
葉
で
、
入
試
漢
文
で
も
頻
出
し
ま
す
。
や
り
方
は
簡
単
で
す
。
各
問
の
説
明
を
読
ん
だ
ら
、
ま
ず
自
分
で
答
え
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
れ
か
ら
下
の
「
答
え
」
を
見
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
前
半
は
人
物
と
学
派
、
中
盤
は
思
想
を
表
す
こ
と
ば
、
後
半
は
著
作
・
名
句
・
時
代
背
景
の
順
に
並
ん
で
い
ま
す
。
全1

0
0

問
、
く
り
返
し
解
い
て
知
識
を
定
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Q
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
春
秋
時
代
の
魯
の
国
に
生
ま
れ
、
「
仁
」
と
「
礼
」
を
説
い
て
儒
家
の
祖
と
な
っ
た
思
想
家
。

Q
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
孔
子
を
祖
と
し
、
仁
・
礼
・
徳
に
よ
る
政
治
や
道
徳
を
重
ん
じ
た
、
諸
子
百
家
の
中
心
的
な
学
派
。

Q
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
孔
子
の
死
後
に
そ
の
思
想
を
受
け
つ
ぎ
、
人
は
生
ま
れ
つ
き
善
で
あ
る
と
す
る
「
性
善
説
」
を
唱
え
た
儒
家
。

Q
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
同
じ
儒
家
で
あ
り
な
が
ら
、
人
の
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
を
悪
と
し
、
「
性
悪
説
」
を
唱
え
た
思
想
家
。

Q
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
道
」
に
従
い
、
人
為
を
捨
て
て
自
然
の
ま
ま
に
生
き
る
「
無
為
自
然
」
を
説
い
た
道
家
の
祖
と
さ
れ
る
思
想
家
。

Q
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
老
子
の
思
想
を
受
け
つ
ぎ
、
「
万
物
斉
同
」
や
「
逍
遥
遊
」
を
説
い
た
、
道
家
を
代
表
す
る
も
う
一
人
の
思
想
家
。

Q
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
老
子
・
荘
子
を
中
心
と
し
、
「
道
」
と
「
無
為
自
然
」
を
重
ん
じ
た
学
派
。

Q
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
法
・
術
・
勢
を
説
き
、
法
家
の
思
想
を
大
成
し
た
戦
国
末
期
の
思
想
家
。

Q
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
道
徳
で
は
な
く
、
君
主
が
定
め
た
「
法
」
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
を
説
い
た
、
現
実
主
義
的
な
学
派
。

Q
1
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
兼
愛
」
と
「
非
攻
」
を
説
き
、
無
差
別
の
愛
と
戦
争
反
対
を
主
張
し
た
学
派
の
祖
。



Q
1
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
墨
子
を
祖
と
し
、
兼
愛
・
非
攻
を
掲
げ
て
、
血
縁
を
超
え
た
平
等
の
愛
を
説
い
た
学
派
。

Q
1
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
兵
法
（
戦
争
の
理
論
）
を
説
い
た
兵
家
の
代
表
で
、
そ
の
名
を
冠
し
た
兵
法
書
で
知
ら
れ
る
人
物
。

Q
1
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
戦
争
や
軍
事
の
理
論
を
専
門
に
説
い
た
、
孫
子
・
呉
子
ら
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。

Q
1
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
白
馬
は
馬
に
非
ず
（
白
馬
非
馬
）
」
と
い
う
論
で
知
ら
れ
る
、
名
家
を
代
表
す
る
人
物
。

Q
1
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
こ
と
ば
と
実
体
の
関
係
や
論
理
を
論
じ
た
、
公
孫
竜
・
恵
施
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。

Q
1
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
六
国
が
南
北
に
同
盟
し
て
強
国
の
秦
に
対
抗
す
る
「
合
従
」
を
説
い
た
、
縦
横
家
の
策
士
。

Q
1
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
蘇
秦
と
同
門
で
あ
り
な
が
ら
、
各
国
が
個
別
に
秦
と
結
ぶ
「
連
衡
」
を
説
い
た
縦
横
家
。

Q
1
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
諸
国
間
の
外
交
・
同
盟
の
か
け
ひ
き
を
説
い
た
、
蘇
秦
・
張
儀
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。

Q
1
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
陰
陽
五
行
の
思
想
を
体
系
化
し
、
「
五
徳
終
始
説
」
に
よ
っ
て
王
朝
交
替
を
説
い
た
陰
陽
家
。

Q
2
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
陰
陽
と
五
行
の
考
え
に
よ
っ
て
自
然
や
人
間
の
運
命
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
、
鄒
衍
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。

Q
2
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
農
業
こ
そ
国
の
根
本
と
し
、
君
主
も
民
と
と
も
に
耕
す
べ
き
だ
と
説
い
た
農
家
の
思
想
家
。

Q
2
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
農
業
を
重
ん
じ
、
農
耕
に
よ
る
平
等
な
社
会
を
理
想
と
し
た
、
許
行
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。

Q
2
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
秦
の
大
商
人
か
ら
宰
相
と
な
り
、
多
く
の
学
者
を
集
め
て
『
呂
氏
春
秋
』
を
編
ま
せ
た
人
物
。

Q
2
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
特
定
の
一
説
に
か
た
よ
ら
ず
、
諸
学
派
の
長
所
を
幅
広
く
取
り
入
れ
た
、
呂
不
韋
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。



Q
2
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
秦
の
孝
公
に
仕
え
て
厳
し
い
法
に
よ
る
改
革
（
変
法
）
を
進
め
、
後
の
秦
の
強
大
化
の
基
礎
を
築
い
た
法
家
。

Q
2
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
荀
子
に
学
び
、
後
に
秦
の
始
皇
帝
の
宰
相
と
し
て
統
一
事
業
を
支
え
た
法
家
の
政
治
家
。

Q
2
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
名
家
に
属
し
、
「
天
と
地
は
同
じ
高
さ
」
な
ど
多
く
の
逆
説
的
な
命
題
を
唱
え
た
、
公
孫
竜
と
並
ぶ
論
客
。

Q
2
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
兵
家
に
属
し
、
魏
や
楚
に
仕
え
て
軍
事
と
政
治
の
改
革
を
行
い
、
そ
の
名
の
兵
法
書
を
残
し
た
人
物
。

Q
2
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
春
秋
・
戦
国
時
代
に
現
れ
た
、
多
く
の
思
想
家
や
学
派
を
ま
と
め
て
呼
ぶ
言
葉
。

Q
3
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
時
代
を
答
え
よ
。
諸
子
百
家
が
活
躍
し
た
、
戦
乱
が
続
き
各
国
が
富
国
強
兵
を
競
っ
た
時
代
の
総
称
。

Q
3
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
孔
子
が
説
い
た
、
人
を
思
い
や
る
心
で
あ
り
、
儒
家
の
根
本
と
な
る
徳
。

Q
3
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
仁
が
外
に
表
れ
た
形
で
あ
り
、
社
会
の
秩
序
を
保
つ
た
め
の
礼
儀
・
作
法
・
き
ま
り
。

Q
3
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
説
を
答
え
よ
。
孟
子
が
唱
え
た
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
善
の
心
を
持
つ
と
す
る
考
え
方
。

Q
3
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
説
を
答
え
よ
。
荀
子
が
唱
え
た
、
人
の
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
は
悪
で
あ
り
、
教
育
に
よ
っ
て
正
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
。

Q
3
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
孟
子
が
説
い
た
、
人
の
心
に
生
ま
れ
つ
き
備
わ
る
四
つ
の
善
の
芽
。
惻
隠
・
羞
悪
・
辞
譲
・
是
非
の
心
の
総
称
。

Q
3
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
他
人
の
不
幸
を
見
過
ご
せ
な
い
、
あ
わ
れ
み
・
い
た
み
の
心
。
四
端
の
う
ち
「
仁
」
の
芽
と
さ
れ
る
。

Q
3
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
自
分
や
他
人
の
不
善
・
不
正
を
恥
じ
、
悪
を
憎
む
心
。
四
端
の
う
ち
「
義
」
の
芽
と
さ
れ
る
。

Q
3
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
他
人
に
へ
り
く
だ
り
、
ゆ
ず
ろ
う
と
す
る
心
。
四
端
の
う
ち
「
礼
」
の
芽
と
さ
れ
る
。



Q
3
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
物
事
の
善
悪
・
正
不
正
を
見
分
け
る
心
。
四
端
の
う
ち
「
智
」
の
芽
と
さ
れ
る
。

Q
4
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
四
端
が
育
っ
て
そ
な
わ
る
、
仁
・
義
・
礼
・
智
と
い
う
四
つ
の
徳
の
総
称
。

Q
4
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
孟
子
が
理
想
と
し
た
、
仁
義
に
も
と
づ
い
て
民
の
た
め
に
行
う
政
治
。

Q
4
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
王
道
に
対
し
、
武
力
や
権
謀
に
よ
っ
て
人
々
を
従
わ
せ
る
政
治
。

Q
4
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
君
主
が
民
の
支
持
を
失
え
ば
天
命
が
改
ま
り
、
王
朝
の
姓
が
替
わ
る
と
い
う
、
孟
子
も
説
い
た
思
想
。

Q
4
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
老
子
・
荘
子
の
思
想
の
根
本
に
あ
る
、
宇
宙
や
万
物
を
生
み
出
す
お
お
も
と
の
原
理
。

Q
4
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
老
子
が
説
い
た
、
人
為
を
や
め
て
自
然
の
ま
ま
に
生
き
る
と
い
う
生
き
方
。

Q
4
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
荘
子
が
説
い
た
、
す
べ
て
の
物
事
の
区
別
や
差
別
は
人
が
作
っ
た
も
の
で
、
本
来
は
み
な
等
し
い
と
す
る
考
え
。

Q
4
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
荘
子
が
理
想
と
し
た
、
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
の
び
の
び
と
遊
ぶ
よ
う
な
境
地
。

Q
4
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
説
話
・
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
荘
子
が
夢
で
蝶
に
な
り
、
夢
と
現
実
、
自
分
と
蝶
の
区
別
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
と
い
う
、
万
物
斉
同
を
表
す
寓
話
。

Q
4
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
墨
子
が
説
い
た
、
自
他
の
区
別
な
く
、
す
べ
て
の
人
を
平
等
に
愛
す
る
と
い
う
思
想
。

Q
5
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
墨
子
が
説
い
た
、
他
国
へ
の
侵
略
戦
争
に
反
対
す
る
思
想
。

Q
5
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
墨
子
が
説
い
た
、
家
が
ら
に
と
ら
わ
れ
ず
、
有
能
な
人
物
を
登
用
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
。

Q
5
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
墨
子
が
説
い
た
、
む
だ
を
は
ぶ
き
、
費
用
を
節
約
す
べ
き
だ
と
す
る
倹
約
の
思
想
。



Q
5
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
韓
非
子
ら
法
家
が
重
ん
じ
た
、
君
主
が
定
め
、
賞
罰
の
基
準
と
な
る
客
観
的
な
き
ま
り
。

Q
5
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
韓
非
子
が
説
い
た
、
君
主
が
臣
下
を
見
抜
き
、
使
い
こ
な
す
た
め
の
統
治
の
わ
ざ
・
手
腕
。

Q
5
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
韓
非
子
が
説
い
た
、
君
主
が
臣
下
を
従
わ
せ
る
た
め
に
も
つ
べ
き
権
力
・
威
勢
。

Q
5
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
仁
・
義
・
礼
・
智
」
の
四
徳
を
そ
な
え
た
、
儒
家
が
理
想
と
す
る
完
成
さ
れ
た
人
格
。

Q
5
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
法
・
術
・
勢
」
を
説
き
、
君
主
の
絶
対
的
な
権
力
に
よ
る
統
治
を
理
論
づ
け
た
人
物
。

Q
5
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
性
善
説
」
「
四
端
」
「
王
道
」
「
易
姓
革
命
」
な
ど
を
説
い
た
儒
家
の
思
想
家
。

Q
5
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
性
悪
説
」
を
唱
え
、
「
礼
」
に
よ
る
教
育
で
人
を
正
す
べ
き
だ
と
説
い
た
儒
家
の
思
想
家
。

Q
6
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
兼
愛
」
「
非
攻
」
「
尚
賢
」
「
節
用
」
を
掲
げ
た
学
派
の
祖
。

Q
6
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
無
為
自
然
」
を
説
き
、
「
道
」
を
す
べ
て
の
根
源
と
し
た
道
家
の
祖
。

Q
6
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
万
物
斉
同
」
「
逍
遥
遊
」
「
胡
蝶
の
夢
」
で
知
ら
れ
る
道
家
の
思
想
家
。

Q
6
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
合
従
」
を
説
い
て
六
国
を
同
盟
さ
せ
、
強
国
の
秦
に
対
抗
さ
せ
た
縦
横
家
。

Q
6
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
連
衡
」
を
説
き
、
六
国
を
個
別
に
秦
と
結
ば
せ
て
合
従
を
く
ず
し
た
縦
横
家
。

Q
6
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
蘇
秦
が
説
い
た
、
六
国
が
南
北
に
同
盟
し
て
秦
に
対
抗
す
る
外
交
策
。

Q
6
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
張
儀
が
説
い
た
、
六
国
が
個
別
に
秦
と
同
盟
を
結
ぶ
外
交
策
。



Q
6
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
公
孫
竜
が
唱
え
た
、
「
白
い
馬
は
馬
で
は
な
い
」
と
い
う
、
名
家
を
代
表
す
る
逆
説
的
な
命
題
。

Q
6
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
孔
子
の
言
行
や
弟
子
と
の
問
答
を
、
弟
子
た
ち
が
ま
と
め
た
儒
家
の
最
も
基
本
的
な
書
物
。

Q
6
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
孟
子
の
言
行
や
思
想
を
伝
え
る
書
物
で
、
性
善
説
や
王
道
政
治
が
説
か
れ
て
い
る
。

Q
7
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
荀
子
の
思
想
を
伝
え
る
書
物
で
、
性
悪
説
や
「
礼
」
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

Q
7
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
老
子
の
思
想
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
書
物
で
、
『
道
徳
経
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

Q
7
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
荘
子
の
思
想
を
伝
え
る
書
物
で
、
「
逍
遥
遊
」
「
斉
物
論
」
「
胡
蝶
の
夢
」
な
ど
を
含
む
。

Q
7
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
韓
非
子
の
思
想
を
伝
え
る
書
物
で
、
法
・
術
・
勢
に
よ
る
統
治
論
が
説
か
れ
て
い
る
。

Q
7
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
墨
子
と
そ
の
学
派
の
思
想
を
伝
え
る
書
物
で
、
兼
愛
・
非
攻
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。

Q
7
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
兵
家
の
孫
子
が
著
し
た
と
さ
れ
る
兵
法
書
で
、
戦
争
の
原
理
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
古
典
。

Q
7
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
著
作
を
答
え
よ
。
呂
不
韋
が
多
く
の
学
者
を
集
め
て
編
ま
せ
た
、
諸
学
派
の
説
を
集
め
た
雑
家
の
代
表
的
書
物
。

Q
7
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
故
事
成
語
を
答
え
よ
。
『
呂
氏
春
秋
』
の
完
成
に
ち
な
み
、
価
値
の
高
い
す
ぐ
れ
た
文
章
や
文
字
を
た
た
え
る
こ
と
ば
。

Q
7
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
故
事
成
語
を
答
え
よ
。
『
韓
非
子
』
の
話
に
由
来
し
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
こ
と
を
い
う
こ
と
ば
。

Q
7
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
名
句
を
答
え
よ
。
『
孫
子
』
に
あ
る
、
相
手
と
自
分
の
実
情
を
よ
く
知
れ
ば
、
何
度
戦
っ
て
も
危
険
が
な
い
、
と
い
う
意
味
の
句
。

Q
8
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
孔
子
が
説
い
た
、
自
分
が
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
人
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
教
え
。



Q
8
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
荀
子
の
弟
子
で
、
後
に
法
家
を
大
成
し
『
韓
非
子
』
を
著
し
た
人
物
。

Q
8
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
荀
子
の
弟
子
で
、
韓
非
子
と
同
門
。
秦
の
始
皇
帝
に
仕
え
て
統
一
を
支
え
た
宰
相
。

Q
8
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
出
来
事
を
答
え
よ
。
秦
の
始
皇
帝
が
、
医
薬
・
占
い
・
農
業
な
ど
の
実
用
書
を
除
く
書
物
を
焼
か
せ
、
方
士
や
儒
者
ら
多
数
を
生
き
埋
め
に
し
た
と
さ
れ
る

思
想
弾
圧
。

Q
8
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
焚
書
坑
儒
を
行
い
、
法
家
の
思
想
を
取
り
入
れ
て
中
国
を
統
一
し
た
皇
帝
。

Q
8
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
儒
家
を
「
身
内
び
い
き
で
形
式
的
だ
」
と
批
判
し
、
平
等
の
愛
で
あ
る
兼
愛
を
説
い
た
学
派
。

Q
8
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
孔
子
・
孟
子
・
荀
子
と
受
け
つ
が
れ
、
漢
代
以
降
に
中
国
の
正
統
な
学
問
・
道
徳
と
な
っ
た
学
派
。

Q
8
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
「
白
馬
非
馬
」
の
よ
う
な
議
論
を
行
い
、
後
に
「
詭
弁
を
弄
す
る
」
と
批
判
も
さ
れ
た
論
理
重
視
の
学
派
。

Q
8
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
陰
陽
と
五
行
の
組
み
合
わ
せ
で
自
然
や
歴
史
を
説
明
し
、
後
の
暦
や
占
い
に
影
響
し
た
学
派
。

Q
8
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
鄒
衍
が
唱
え
た
、
五
行
の
循
環
に
よ
っ
て
王
朝
が
交
替
し
て
い
く
と
す
る
説
。

Q
9
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
君
臣
を
問
わ
ず
み
ず
か
ら
田
を
耕
す
べ
き
だ
と
し
、
農
業
を
国
の
根
本
と
し
た
学
派
。

Q
9
1

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
一
つ
の
説
に
か
た
よ
ら
ず
、
諸
家
の
長
所
を
取
り
入
れ
た
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
代
表
さ
れ
る
学
派
。

Q
9
2

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
「
合
従
」
と
「
連
衡
」
を
合
わ
せ
、
利
害
に
応
じ
て
結
び
つ
い
た
り
離
れ
た
り
す
る
外
交
・
か
け
ひ
き
を
表
す
四
字
熟
語
。

Q
9
3

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
仁
」
と
「
礼
」
を
説
き
、
弟
子
三
千
人
を
教
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
儒
家
の
祖
。

Q
9
4

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
秦
の
孝
公
に
仕
え
、
厳
し
い
法
に
よ
る
「
変
法
」
で
国
を
強
く
し
た
法
家
の
政
治
家
。



Q
9
5

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
道
徳
や
仁
愛
で
は
な
く
、
君
主
の
定
め
た
法
と
賞
罰
に
よ
っ
て
国
を
治
め
よ
う
と
し
た
学
派
。

Q
9
6

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
儒
家
の
孟
子
が
説
い
た
四
端
の
う
ち
、
「
智
」
の
も
と
と
な
る
、
善
悪
を
判
断
す
る
心
。

Q
9
7

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
墨
子
の
説
で
、
「
兼
愛
」
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
た
、
侵
略
戦
争
に
反
対
す
る
主
張
。

Q
9
8

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
答
え
よ
。
「
道
」
と
「
無
為
自
然
」
を
説
き
、
争
わ
ず
控
え
め
に
生
き
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
、
道
家
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
。

Q
9
9

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
学
派
を
答
え
よ
。
儒
家
と
並
ぶ
二
大
勢
力
と
さ
れ
、
規
律
正
し
い
集
団
で
兼
愛
・
非
攻
を
実
践
し
た
学
派
。

Q
1
0
0

．
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
答
え
よ
。
乱
世
で
あ
っ
た
春
秋
・
戦
国
時
代
に
、
富
国
強
兵
や
理
想
の
生
き
方
を
求
め
て
多
く
の
思
想
家
・
学
派
が
現
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
て

呼
ぶ
言
葉
。
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